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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 27日 (2006.11.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 よ り 詳 し く は 、 電 子 写 真 感 光 体 ・ 静 電 記 録 誘 電 体 等 の に 対 し て 電 子 写 真 方 式 ・
静 電 記 録 方 式 等 の 適 宜 の 作 像 プ ロ セ ス 機 器 に て 所 望 の 画 像 を 形 成 担 持 さ せ る 、 間 接 （ 転 写
） 方 式 或 い は 直 接 方 式 の 画 像 形 成 装 置 で あ っ て 、 画 像 形 成 の プ ロ セ ス ス ピ ー ド 及 び 画 像 形
成 の 画 素 密 度 を 変 更 可 能 な 画 像 形 成 装 置 に お け る 帯 電 電 圧 制 御 方 法 、 及 び 画 像 形 成 装 置 の
改 善 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 環 境 変 動 に よ る 放 電 の 増 減 抑 制 す る た め に 、 上 記 の よ う な 常 に 一 定 の 交 流 電 圧 を
印 加 す る 「 Ａ Ｃ 定 電 圧 制 御 方 式 」 の ほ か に 、 帯 電 部 材 に 交 流 電 圧 を 印 加 す る こ と で 流 れ る
交 流 電 流 値 を 制 御 す る 「 Ａ Ｃ 定 電 流 制 御 方 式 」 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の Ａ Ｃ 定 電 流 制 御 方
式 に よ れ ば 、 材 料 の 抵 抗 が 上 昇 す る 低 温 低 湿 環 境 （ Ｌ ／ Ｌ ） で は 交 流 電 圧 の ピ ー ク 間 電 圧
値 を 上 げ 、 逆 に 材 料 の 抵 抗 が 下 降 す る 高 温 高 湿 環 境 （ Ｈ ／ Ｈ ） で は ピ ー ク 間 電 圧 値 を 下 げ
る こ と が で き る た め 、 Ａ Ｃ 定 電 圧 制 御 方 式 に 比 べ 放 電 の 増 減 を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 そ こ で 、 長 期 に わ た り 高 画 質 、 高 品 質 を 安 定 し て 提 供 す る に あ た り 、 過 剰 放 電 を 起 こ さ
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ず 、 問 題 な く 均 一 な 帯 電 を 行 な え る よ う 印 加 す る 電 圧 ・ 電 流 を 制 御 す る 必 要 が あ り 、 そ の
方 法 と し て 、 非 画 像 形 成 時 に お い て 、 帯 電 部 材 に 直 流 電 圧 を 印 加 し た 時 の 像 担 持 体 へ の 放
電 開 始 電 圧 を Ｖ ｔ ｈ と し た 時 に 、 少 な く と も １ 点 以 上 の Ｖ ｔ ｈ の ２ 倍 未 満 の ピ ー ク 間 電 圧
を 印 加 し た 時 の 電 流 値 と 、 少 な く と も ２ 点 以 上 の Ｖ ｔ ｈ の ２ 倍 以 上 の ピ ー ク 間 電 圧 を 印 加
し た 時 の 電 流 値 を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 交 流 電 圧 の ピ ー ク 間 電 圧 と 交 流 電 流 値 の 関 係 か ら 、
画 像 形 成 時 に 帯 電 手 段 に 印 加 す る 所 望 の 放 電 電 流 量 を 得 る に 必 要 な 交 流 電 圧 の ピ ー ク 間 電
圧 を 決 定 す る と い う 、 「 放 電 電 流 量 制 御 方 式 」 が 本 発 明 者 ら に よ っ て 発 明 さ れ た 。 （ 特 願
２ ０ ０ ０ － １ １ ８ １ ９ １ １ ８
２ ０ 号 ） 。
　 こ の 方 式 は 、 実 際 に 帯 電 の Ａ Ｃ 電 圧 の ピ ー ク 間 電 圧 と Ａ Ｃ 電 流 の 関 係 を 測 定 し 、 所 望 の
放 電 電 流 量 を 得 る に 必 要 な ピ ー ク 間 電 圧 を 決 定 す る た め 、 環 境 変 動 、 帯 電 部 材 の 製 造 ば ら
つ き な ど を 吸 収 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
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